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災害共済給付事業部広島支所（令和６年９月） 

 

下松市（くだまつし）私立幼稚園協会教員総会 

～保育施設での事故の傾向、防止、対応について～ 

独立行政法人日本スポーツ振興センター（以下「ＪＳＣ」という。）では、保育施設に

おける事故防止の取組に活用できる教材や資料を、災害共済給付Ｗｅｂ等で提供していま

す。 

この度ＪＳＣは、山口県下松市の私立幼稚園８園からなる下松市私立幼稚園協会の教員

総会において、「なくそう！保育中の事故」と題し、保育中の事故防止と発生時の対応に

ついて説明をさせていただく機会を得ましたので、その様子をご紹介します。 

  

 

【下松市私立幼稚園協会】 

 下松市は、山口県の南東に位置し、瀬戸内海に面しています。 

 海と山に囲まれ、大正時代から工業都市として発展した下松市は、豊かな自然と「ものづ

くりのまち」として、バランスの取れた住みやすい街と言われており、近年は人口も子ども

の数も増加傾向にあります（下松市 HP「統計くだまつ」より）。 

 市内には８園の私立幼稚園（下松暁の星幼稚園、下松慈光幼稚園、鋼鈑幼稚園、四恩幼稚

園、第二四恩幼稚園、江口幼稚園、末光幼稚園、下松幼稚園）があり、下松市私立幼稚園協

会として、様々な活動を通じ、市内の教育・保育の質の向上に努めています。 

毎年５月に総会を開催し、その中で交通安全や防災、防犯などの安全研修や、子どもの発

達、その対応についての研修を行っています。 

また、教員を対象に年６回程度、人権研修、絵画や体育などの実技研修、公開保育、研究

発表など、定期的に研修を行い、教員の資質向上に努められています。 

 

 

研修風景１ 



 
 

【なくそう！保育中の事故 

～保育施設での事故の傾向や事例、事故防止や発生時の対応～】 

       
  

今回の研修の依頼は、令和６年３月に山口県内の私立幼稚園及び認定こども園７２団体

の代表が参加して行われた「山口県私立幼稚園協会経営管理研修」において、JSCが災害共

済給付制度への加入促進と制度周知協力をお願いした際、「講習会・説明会のご案内」のチ

ラシを配布したことがきっかけとなりました。幼児の事故の傾向や事故防止、発生時の対応

について、これまで話を聞く機会がなかったので、この機会に依頼したとのことでした。 

 

１.山口県の災害の状況 

 災害共済給付で得られたデータを基に、山口県の幼稚園、こども園、保育園等の災害発生

の場合別、場所別、負傷・疾病の種類別、部位別の発生割合をグラフで示し、乳幼児の負傷・

疾病の特徴を説明しました。 

 場合別では「保育中」が９９％、「通園中」が１％で場所別では「運動場・園庭」が４１％、

「教室」が３７％でした。 

 乳幼児の負傷の特徴としては、「挫傷・打撲」が最も多く３３％で、負傷部位では「顔部」

が４６％で「頭部」の１２％を合わせると首から上の負傷が半数を超えています。疾病では

「異物の嚥下・迷入」が４１％と半数近く発生しているのも、乳幼児の特徴です。 

 

  

 
研修資料より抜粋 

研修資料表紙 



 
 

２．なくそう！保育中の事故 

 「なくそう！保育中の事故」では、パンフレ

ットの内容を中心に説明しました。 

こちらのパンフレットは、乳幼児の死亡事

故、障害が残った事故についての死因別、障害

の種類別、原因などの統計データから、乳幼児

に起こりやすい重大事故の割合を示し、それら

の事例を紹介し、事故防止のポイントについて

解説しています。 

 また、事故の起きる場所別、年齢別、園での

活動別についても、事故事例や対策について解

説、「幼稚園・保育所等の事故未然防止チェック

リスト」も掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「心停止の救命措置」では、各園ともに定期的に心肺蘇生法の研修を受けているという

ことなので、机上シミュレーションとして、早期認識と通報、一次救命処置までの流れ

を、声に出しながら実演していただきました。少し恥ずかしそうな様子も見受けられまし

たが、確実に実行されていたのではないでしょうか。 

 

研修風景２ 心停止の救命処置について解説 

「なくそう！保育中の事故」パンフレット 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、「熱中症」について、保育施設内での発生件数としては多くないのですが、要望

もあったことから、詳しく説明しました。統計データや発生のメカニズム（熱中症発生

時、からだの中で何が起きているか）、熱中症発生の要因などを知っていただき、熱中症

の予防の大切さを伝えました。 

 

研修後、感想をいただきました。 

 ・大きな事故だけでなく、園内で転んだ時の小さなケガまで、具体的な対応の仕方を教

えて下さり、改めて再確認することができました。 

 ・改めて熱中症や保育中の事故について学ぶことができました。 

 ・普段は聞けない園での事故の事例など聞けて、事故防止をしていかなければと思いま

した。 

・園バスでの送迎や持参のお弁当について、保護者と連携して事故を起こさないように

したいです。 

 

ＪＳＣでは、学校の管理下だけでなく、幼稚園、こども園、保育所等における保育中の 

事故防止、事故発生時の対応についても、資料の充実を図るとともに、現場のニーズに即

した情報をわかりやすく提供できるよう、努めてまいります。 

 

 

 

研修風景３ 熱中症への対応について解説 



 
 

【問い合わせ】日本スポーツ振興センター災害共済給付事業部広島支所     

TEL：082-511-2822 E-mail：saigaikyosai-hiroshima@jpnsport.go.jp 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

【参考】

 

・保育事故防止ハンドブック（解説編） 

・保育事故対応ハンドブック（フローチャート編） 

・幼稚園・保育所等の事故防止パンフレット なくそう！保育中の事故 
・固定遊具の事故防止パンフレット なくそう！固定遊具の事故 

・固定遊具の事故防止マニュアル 

・映像資料「熱中症を予防しよう～知って防ごう熱中症～」 

https://www.jpnsport.go.jp/anzen/anzen_school/bousi_kenkyu/tabid/3026/Default.aspx#handbook
https://www.jpnsport.go.jp/anzen/anzen_school/bousi_kenkyu/tabid/3026/Default.aspx#handbook
https://www.jpnsport.go.jp/anzen/anzen_school/bousi_kenkyu/tabid/3026/Default.aspx#nakusou
https://www.jpnsport.go.jp/anzen/anzen_school/bousi_kenkyu/tabid/3026/Default.aspx#playground
https://www.jpnsport.go.jp/anzen/anzen_school/bousi_kenkyu/tabid/1962/Default.aspx
https://www.jpnsport.go.jp/anzen/tabid/1765/Default.aspx#netchusho

